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何をしているのか？

人間力育成塾



事業趣旨

青少年健全育成（体験学習）

生涯学習「やりがい・生きがいの創造」

市民参加の「ひとづくり」

地域コミュニティの活性化

私たちのめざす姿

「積極性」「協調性」「忍耐力」
「優しさ」「たくましさ」
「感謝する心」などの
「生きる力」を持ち、
生涯を通して学ぶ姿勢や

社会に貢献する気概を持った人間



主な活動

寺子屋おのみち

地域の子どもたちの
学習支援活動

東っ子まつり

地域の行事にも
積極的に参加

おのみち１００ｋｍ徒歩の旅

人間力育成塾の
メイン事業



メイン事業

おのみち１００ｋｍ徒歩の旅

おのみち１００ｋｍ徒歩の旅は小学4年生～6年生
約100名が尾道市内の100㎞のコースを

4泊5日かけて歩き抜く事業
大学生は小学生の完歩を全力でサポート



子どもたちはどんな力をつけられる？

協調性

忍耐力

感謝の念



協調性



忍耐力



感謝の念



子どもたちだけでなく学生も・・・

やりがい

課題発見力・解決力



保護者の声

③子どもの考える力を信じてすぐに口や手を出さず「待つ」
ということを心がける様になりました。まだまだむずかしい

ですが、少しずつ親も変わろうと思っています。

④親子共に成長できる貴重な体験ができました。

ＮＰＯおのみち寺子屋ＨＰより引用

① 「ありがとう」とよく言ってくれるようになった。

②自分の身の回りの事が言われなくても出来るようになった。
５日間の達成感と自信につながったように見える。



親離れ子離れの
きっかけ

家族全体での
感動体験

家族の有難さを感じる
きっかけ

家庭に与えるもの

子どもだけでなく
家庭にも目を向けている！



18th人間力育成塾（2020年）
ではどうだったか

新型コロナウイルスの影響でメイン事業である
「おのみち１００ｋｍ徒歩の旅」を開催できず

その他の活動も次々と中止に、、、

私たち学生の体験の機会が奪われることに



学生の声

・今年で4年目なのに、どうして今年なんだ・・・

・子供と関われると思っておの100に参加したのに・・・

・何を目標にして頑張ればいいの？



どうして前を向けたの？

・17年間おの100が続いてきたことのすごさを体感した！

・来年以降来てくれる子供たちの
成長の場を絶やしたくない！

・今、自分にできることは？



第18回おの100挑戦隊
～感恩報謝の旅～



感恩報謝の旅の目的

17年間の観えない力への感恩報謝

第19回おの100開催への地盤づくり

チーム18期生の絆醸成



 運営支援担当
 活力向上担当

 参加小学生担当
 ボラ研担当

 健康管理担当
 安全管理担当

 テーマソング・文集担当
 響育・競育担当

観えない力創造室 魅力発信室

アーカイブ室リスクヘッジ室



観えない力創造室

全て学生が手書き
しました



魅力発信室



リスクヘッジ室



アーカイブ室



企業との繋がり

地域との繋がり

OB・OGとの繋がり

仲間との繋がり

感恩報謝の旅だからこそ見えてきた繋がり



学生の力でゼロから何かを創り出す→

事業を支える力の大きさを自覚→

事業が地域に与える影響を自覚→

自らで課題を見つけ、考え、挑戦する

おの100を成功させることで恩返し

自分たちの事業に使命感

この体験をどう次につなげるか



私たちが伝えたいこと

どんな状況でもできることは必ずある！

いつもと違うからこそ観えてくるものがある！

体験を次につなげることに意味がある！



ご清聴ありがとうございました！


